
 

 

 

 

 

 夏休みは、治療のチャンスです。 

４月から実施した健康診断の結果から、受診や治療が必要な場合は、お子さんを通じてすで

にお知らせしています。受診や治療は、順調にすすんでいますでしょうか。まだ医療機関を受診

していない場合は、時間の取りやすい夏休みを利用して、受診や治療をお願いいたします。特

に、むし歯の治療などは一定の期間が必要となる場合もあります。夏休み中に治療が終わるよ

うに、早めに受診してください。 

 

 【学年別う歯(むし歯)保有率】 ～歯科検診の結果から～ 

 

 

 

 

 

 ４月２４日に歯科検診を実施しました。全体の保有率を見ると、１３．３％の児童にむし歯

があるという結果でした。学年別にすると、歯の生え変わり時期の学年にむし歯や歯石が多い

傾向が見られます。また年齢が上がるにつれて、歯みがきを子供に任せて仕上げみがきをしな

くなるのも、中学年くらいが多いようです。毎日ではなくても、大人による仕上げをすること

でむし歯になるリスクを大きく下げることができます。 

むし歯の放置は全身に影響を与えます。乳歯のむし歯をいずれ抜けるから、と放置しておく

と、永久歯のむし歯発生リスクを上げる、永久歯の歯並びに影響を与える、顔の顎骨の発達に

影響を与える、栄養状態の悪化など、乳歯のむし歯は永久歯にも大きな影響を与えてしまいま

す。乳歯のむし歯も必ず治療を行いましょう。 
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暑い日が続いています。午前中は風もなく湿度がとても高い蒸し暑い日も多いです。学校で

は、１時間ごとに WBGT(暑さ指数)を計測し、外での活動が可能かを判断しています。活動を

する際には、帽子、こまめな水分補給、時間短縮、日陰での休息等の管理指導を行い、熱中症

予防に努めています。 

熱中症指数への警戒だけに留まらず、個々の体力や対応力も違うため、児童の健康観察を

十分に行いながら、暑い時期を乗り切っていきたいと考えています。ご家庭でも、暑さ対策を

していただき、健康で過ごせるためのサポートを今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 


